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1 石門坎(せきもんかん)、英語の文献では、石門坎は Shimenkan や the Stone Gateway と表記される。 
2 後で詳述する。 
3 2016 年 9 月、貴州省政府は、貧困発生率、貧困人口数、都心への距離などの指標をもとに、省内の 20 の郷・镇
を極度な貧困地域と指定した。個別の調査データが公表されなかったが、石門郷はそのなかでもっとも貧しい郷と
された。指定された貧困地域を中心に、その状況を合わせて貧困問題を解決するという「精準扶貧」（“精准扶贫”） 
政策は行なわれてきた。詳細は第 3 章で述べる。 
  贵州省人民政府｜｢贵州:省级干部“挂帅”决战极贫乡镇｣    
  http://www.gzgov.gov.cn/xwdt/mtkgz/201709/t20170927_1031996.html  2017 年 12 月 16 日閲覧 












光業を国民経済発展計画に正式に組み入れた 1980 年代だと考えられる[馬 2003]。それから、各
地域の独特な歴史や文化は経済成長に結びつく重要な資源として動員されてきた。そうした中国






ると指摘されている[陶 2010、曽 2001]。 
第 2 に、観光資源化の影響についてである。中国各地で観光開発が進められるにしたがって、





















  国立民俗学博物館｜｢資源化される『歴史』――中国南部諸民族の分析から｣  







































                                                                    
8 東京大学｜｢東京大学大学院人文社会系研究科 文化資源学専攻室｣ 
  http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR/ 2017 年 12 月 16 日閲覧 












































曽 1989]、少数民族教育[张 2008、苑 2015、何 2016]、ミャオ族の民族リーダーのライフヒストリー
                                                                    
9  その点について、第 2 章で詳述する。 
10 馬玉華は雲南大学の歴史学の教授である。2017 年 2 月に筆者がフィールドワークを行なった時点では、貴州省
や雲南省の檔案局(資料館)の資料が閲覧できなくなっていた。そのため、本論文では当時の政府による調査や報
告について、馬［2016］を多く参照する。  
11 例えば、「杨 1979、谭 1983、张 1992、东 2002a」。 
12 CNKI(中国の学術論文のデータベース)で｢石門坎｣をテーマにする論文は 286 本あるが、同じ地名で行なわれ
たほかの研究(例えば、南京の石門坎という地域におけるダム建設)が含まれる。筆者が数えた結果、本論文で取り
上げられる貴州省威寧県の石門坎をめぐる研究は 101 本である(最終検索日 2017 年 10 月 15 日)。 
13 例えば、［林 2004、沈 2007］。｢石門坎文化｣という言葉が多く使われているが、具体的な定義がない。｢石門坎
現象｣の詳細は第 2 章で述べる。  








































20 世紀の初めから整理する。第 3 章では、フィールドワークの結果にもとづいて、社会的動乱が鎮
                                                                    
14 CNKI 学術誌で｢石門坎 観光(“石门坎 观光”)｣で検索すると 0 件、｢石門坎 旅行(“石门坎 旅游”)｣で検索す
ると合計 1 件がヒットする[田 2010](最終検索日:2017 年 10 月 13 日)。田［2010］は、石門坎の観光開発への政策
提言をしたが、全文は 2 ページにすぎなく、具体的な論述がほとんどない。 
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 http://www.gz.stats.gov.cn/tjsj_35719/tjfx_35729/201610/t20161024_1168278.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
16 正式名称は｢威寧イ(“彝”)族回族ミャオ(“苗”)族自治県｣である。本論文では威寧県と略称する。自治県とは、中
国の少数民族地域の自治行政体制の 1 つである。全国に 117 の自治県があり、そのうち、貴州省に 11 県がある。 
17 地元住民の話によると、冬においては、1、2 ヶ月間連続して曇ることが多い。石门乡党政综合办公室[2016]によ
ると、石門郷の海抜は 1218m から 2762m で、村によって異なる。年平均気温は 11.4℃で、温度差が激しく、霧が発
生することが多い。そのような石門郷では、一人当たりの平均年収(2015 年)は 6734 元(約 11 万円)であった。貴州
省では一人当たりの平均年収 2 万 9847 元で、全国では 4 万 9992 元である。 
  中国人民共和国国家统计局｜中国统计年鉴 2016 
  http://www.stats.gov.cn/tjsj/ndsj/2016/indexch.htm 2017 年 12 月 16 日閲覧 
18 石門郷は、1953 年 3 月に設置され、1958 年 8 月から｢管理区｣になった。1962 年 1 月に隣接する雲炉郷、野衣
郷の一部と合併し(1963 年雲炉郷がそこから分出した)、｢公社｣と呼ばれた。1984 年 6 月に再び｢石門郷｣と称される。
当時、石門郷の面積は 66.54km２であり、7 つの村と 37 の組が含まれた[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 
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1994:43]。 
 面積(km²) 世帯数 総人口 少数民族(％) 人口密度 貧困人口 貧困層(％) 
石門郷 140.59 4764 20613 27.8 146.62 5364 26.02 
栄和村 7.16 674 2272 48.59 317.32 594 26.14 
女姑村 13.65 916 3219 15.91 235.82 827 25.69 
新合村 4.69 202 832 ― 177.40 134 16.11 
河壩村 3.85 198 640 ― 166.23 123 19.22 
高潮村 10.38 432 1658 17.85 159.73 422 25.45 
泉発村 9.4 391 1381 23.82 146.91 366 26.50 
民主村 6.1 246 896 ― 146.89 240 26.79 
新竜村 11.54 425 1633 31.84 141.51 550 33.68 
新民村 12.4 372 1619 ― 130.56 407 25.14 
営坪村 8.94 312 1128 38.12 126.17 300 26.60 
鍋廠村 4.74 167 590 0.17 124.47 322 54.58 
年豊村 19.29 476 2399 27.01 124.36 512 21.34 
団結村 14.1 417 1526 14.15 108.23 383 25.10 
草原村 14.32 220 820 51.95 57.26 250 30.49 
表 1．石門郷における 14 村落の面積と人口(人口密度順) 
 (出典: 石門郷党政総合弁公室[2016]より筆者作成) 






















                                                                    
19 インタビュー協力者については巻末の付録を参照。 
20 ｢組｣とは、｢村｣における｢村民自治組｣を意味する。栄和村の場合 5 つの組に分けられる。本論文に主に取り上
げられた栄和組と石門組のほかには、新民組、新営組、中寨組がある(図 2 参照)。 
  10 
第 2 章  20 世紀初めから改革開放までの石門坎 
 



































                                                                    
21 プロレタリア文化大革命のこと。中華人民共和国内において、1966 年に始まり、1977 年に終結宣言がなされた
大規模な思想・政治闘争である[厳ら 2002]。 
22 大花ミャオは宋代以前から雲南や貴州に定住したが、｢大花ミャオ｣と呼ばれた歴史はこの 100 年ほどにすぎな
い。その名前の由来について、①漢族からみると、大花ミャオの衣服が古風で優雅であること②大花ミャオはミャオ
族の多くの支派のリーダーだったこと③大花ミャオは中国の東から西へ移動していた時に大きな柄模様の衣装を得
たこと、という 3 つの説がある[杨 1983:130]。 
23 イ族は、政治的・経済的優位性を保っており、｢大地の目｣のように強い統治力があるため、｢土目｣と呼ばれる[韩 















貴州省を初めとする西南中国では、James Hudson Taylor(“戴德生”、 1832〜1905)を創立者と
する内地会(China Inland Mission)24と John Wesley(“卫斯理”、 1703～1791)と彼の弟を中心とする
循道公会(United Methodist Mission)25という 2 つの教派の伝来が早く、信徒の数が多かった[张 
1991:21]。後述するように、教義や理念の違いによって、ほぼ同時期に貴州や雲南に進出した内



















26 イギリス南部のパドストウ（Padstow）のある貧困な労働者の家庭の出身である[东 2002a:20]。 
 内地会 循道公会 
創立 1865 年のイギリス 18 世紀のイギリス 
貴州の進出 1888 年、James Adam 1904 年、Samuel Pollard 
救済観 聖霊を期待する 生活を創造する 
世界観 神が世界の創造主、管理者 進化論に反対しない 
社会観 抵抗的な社会参与 積極的な社会参与 
宗教生活 精神的体験を重要視する 行為に導く結果を重要視する 
表 2. 内地会と循道公会の比較(出典：[张 1991]をもとに筆者作成) 
  12 
属し、当時イギリスから中国へ布教の流れに従ってきた 1 人である。 
1887 年に中国にやってきた Pollard は、中国にきた当初は雲南の昭通27で活躍しており、中国の
主要民族の漢族を対象とする布教活動を行なうつもりであった28。しかし、Pollard は西洋の医者と
して一部の漢族に受入れられたが、キリスト教を宣伝し始めると反発を招いた。結局、雲南で 15 年
間も布教しつづけたが、30 名程度の信徒しか集まらなかった[古ら 2010:15−18]。 













   
  石門坎の年配者の話によると、彼らの親が Pollard を初めて自分たちを人として扱ってくれた相
手として、感銘を受けていたという30。その時期のミャオ族は、篤い宗教心というよりは、むしろ外国
人宣教師の庇護によってイ族の支配から脱出するため、信徒になったのである[曽 1988:47]。 
                                                                    
27 現在の雲南省昭通市。石門郷から約 40km 離れている。 
28 1887 年１月 Pollard と Frank J・Dymond (“邵慕廉”、年齢不詳)が、イギリスから中国の上海に到着した後、安徽の
安慶にある内地会による宣教師のための中国語学校で中国語を勉強し始めた。半年後、Pollard と Dymond は重慶
へ移動した。1888 年に昭通へ移動し、主に漢族の｢士農工商｣を対象に布教し始めた［东 2006、古 2010］。 
29 なぜ石門坎のミャオ族が昭通に行ったのか。元々石門坎のミャオ族は、石門坎と隣接する葛布地域の内地会の
イギリス人宣教師 James Adam (“党居仁”、1863〜1915)を訪問し庇護を求めた。それは、Adam が外国人宣教師の
特権を用いてイ族に賠償させ、当地のミャオ族の権益を守ったことで、｢ミャオ王｣(Klang—Meng)、すなわちミャオ族
が伝統的に信仰する救世主と呼ばれ、伝説のように有名になったからだ。しかし、Adam は自分の布教の地域が遠
くて、石門坎のミャオ族の往来は不便だと考えて、彼らに地理的に近い Pollard を推薦したのである［曽 1988］。 
  Adam は、後述する 1904 年に貴州の赫章で葛布教会を創立した人物でもある。1895 年、内地会の総会が西南
中国を対象として｢開拓｣する方針を打ち出した後、その担い手の 1 人であった Adam は貴州に進出した。貴州の中
では、Adam が代表する内地会の影響力は Pollard が属する循道公会より大きかった。 
30 張芸祥へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日、張芸祥の自宅にて 
図 3. 1906 年の Pollard(後・右 1)と石門坎のミャオ族 (出典：楊志武の資料より) 



























博士号の学位を取得した者も 2 人いた34[东 2004a:138]。 
宣教師の到来をきっかけにもたらされた石門坎の教育成果について、沈［2006］は、いくつもの
｢初めて｣として以下のようにまとめた。 
                                                                    
31  1905 年 11 月 5 日に創立された石門坎における最初の教会学校である［东 2006］。その後、循道公会の西南教
区の中心にもなった。1912 年中華民国の建国に呼応して、｢光復中華｣という意味で｢光華小学校｣に校名を変えた
という。 
  張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木) 、石門縁旅館にて 
  張国輝は栄和村に住む 60 代のミャオ族男性。父親は石門坎の光華小学校の卒業生である。 
  石門坎の校名がその後も何度か変わったが、混乱を防ぐため、本稿では、Pollard の主導のもとで作られたその
小学校を｢石門坎光華小学校｣と表記する。石門坎のように、布教活動と学校教育の併存はほかのキリスト教の布教
地域でもある。その最初の目的は、聖書を読むための識字力と伝道員の養成だと考えられる。 







  朱心へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日に(水)、石門郷政府にて 
34 呉性純と張超倫。石門郷出身のミャオ族。中国の華西大学を卒業した医学博士。 


























化は、地元のミャオ族の不信感を募らせた [曽 1989:169] 41。 




部分があるが、いずれも 20 世紀前半の石門坎の地域振興を指している。 














畜の死傷が出た｣。その 4 年後、また 5 級以上の地震が石門坎で起きた[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 
1994:12]。 
41 宣教師に対する反発は、1930 年前後の日中間の紛争に関わると考えられる。1928 年、｢済南事件｣の勃発によ





































42 1950 年 7 月、呉耀宗をはじめとする 40 名余のキリスト教界の代表者が周恩来の支持を得た上、｢中国キリスト教












































                                                                    
44 同年 12 月 7 日、威寧が原国民党 101 軍独立第四師の師長かつ威寧県県長である馬昆の統率の下で｢平和解
放｣された。一方、貴州に残った国民党の勢力、山賊と地主が手を組んで反抗したことで、石門坎が｢解放｣された





























1958 年の大躍進において中止したのは 50%、人民公社時期に中止したのは 20%をそれぞれ
が占めている。畢節地区の信徒の礼拝数は 1〜3 ヶ月に 1 回になり、そのなかで 1〜2 時間
も礼拝が行なわれるのは 5%にすぎない53｣[马 2016:239]。(筆者訳) 
 





                                                                    
48 中国における革命のなかで、｢粛清運動｣と呼ばれるものがいくつあるが、ここでの｢粛清運動｣とは、1955 年 7 月
から 1960 年9 月にかけて、中国全土で展開した共産党内部にいるいわゆる｢反革命分子｣を粛正する運動を指す。
粛反運動とも呼ばれる。 
49 1958 年から 1961 年までの間、毛沢東が数年間で経済的にアメリカ合衆国やイギリスを追い越すこと、いわゆる
｢超英赶美｣を夢見て実施した農業・工業の大増産政策である。その結果、中国の経済と社会の大混乱がもたらさ
れたうえ、何千万人もの餓死者が出て大失敗に終わった。 








52 この調査は、畢節地区の宗教関係の事務課(“毕节专属宗教事务课”)が 1958 年に行なったものである。 
53 元々教会の礼拝は毎週 1 回以上であった。1950 年代末において、教会に行くことができなくなり、教徒の数も激
減したため、主な礼拝は教徒の家で少人数で行なった。そのような集まりは、30 分ぐらいで終了する場合が多いた
め、1、2 時間も続けられるのは珍しかったと考えられる。 
54 ｢四清運動｣とも呼ばれ、1963 から 1966 年の間に行なわれた中国の農村における最大の社会主義を普及するた
めの教育運動である。 























人の家にあるすべての聖書が広場に集められ、それを燃やすのには 3 日間もかかったという61。 
1976 年まで続いた文革において、知識層のみならず民衆までも被害を被った。その影響は、中
国の文化・社会全体を崩壊寸前に追い込んだと言える。一方で、文革期間を通してキリスト教徒が













58 なかでも有名なのは、60 年代初めにおいて、赫章県葛布教会の牧師である楊志成をはじめとする 6 人を逮捕し
た｢楊志成反革命集団案｣であった。 
贵州省民族宗教事务委员会｜贵州基督教－宗教团体－贵州民宗委
http://www.gzmw.gov.cn/index.php?m=content&c=index&a=show&catid=161&id=7620 2017 年 12 月 16 日閲覧 
59 1965 年の｢威寧石門坎の状況に関する報告(“威宁石门坎情况简报”)｣によると、当時の石門坎の信徒が宣教
師に愛着を持っていたことは明らかである。信徒は｢災難を無くすには上帝を頼ることしかありません｣を常に信じて
おり、礼拝も続けていた。また、地元の信徒は Pollard らの宣教師の墓を自ら修復し、死後 Pollard の隣に葬られるこ
とを望んだという[马 2016:282−285]。 
60 1966 年 8 月、貴州省人民委員会宗教事務処、省民族事務委員会、省民族語言文字指導委員会、省人民委員
会華僑事務所が｢文化革命委員会｣を組織し、文革に参与した。 
61 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、葛布教会の事務室にて 
  19 
実際は増加した。貴州省の統計データによれば、文革の前に全省のキリスト教徒は 4 万人だった



































                                                                    
62 張国輝へのインタビューより、2016 年 8 月 20 日(土)、張国輝の自宅にて 
63 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 




66 貴州省の地方政府は教会に約 7 万元の修繕予算を配布した。1982 年まで、29 ヶ所の教会が修繕され開放され
た。 




































                                                                    
67 その状況は、2002 年まで続いた。2002 年、畢節市に在住の石門坎出身の年配者が、石門坎教会の再建に貯
金を寄付した。これによって、煉瓦作りの小さい家屋ができ、礼拝の拠点として使われた。 





70 張国輝へのインタビューより、2016 年 8 月 20 日(土)、張国輝の自宅にて 
71 鬧昇天とは、1979 年 10 月 14 日、石門郷の信徒約 90 人が泉発村に集まり、9 日間霊歌を歌い、霊舞を踊り続け、


















｢3 つの村は合わせて 17 の生産隊、549 世帯計 2680 人がいる。少数民族は 85.1%である。












72 同時期の威寧県において、1960 年代から 76 年の文革終結まで、ミャオ族の生徒の入学率が非常に低い。1977
年、高校の入試試験が再開されてから1990 年までの13 年間、ミャオ族の大学合格者なし、｢大専｣(専門学校・専科
学校等の略語)合格者 14 人、成人高校(専門職の高校)の合格者 8 人である。ミャオ族に比べ、威寧県における回
族小・中学生の割合が 1951 年の 5.66%から 1958 年の 11.88%に増加した。1977 年から 1988 年の威寧県の回族の
大学合格者は 25 人、｢大専｣の合格者 29 人である[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994:100−105、108]。
威寧イ族ミャオ族自治県誌編纂委員会［2014］によると、2010 年になっても、全国の高校入試試験に合格したミャオ
族はわずか 51 人であり、イ族の 5 分の１でしかなかった。  
73 当時の行政区分によって｢中水区石門公社栄和大隊｣と原文では書かれたが、現在の栄和村の範囲と理解する
のは妥当である[马 2016:292]。ほかの 2 つの村は、威寧県の龍街区雲貴公社馬街大隊、小海区涼山公社高坡大
隊である。 





し、石門坎においては、人畜同居の現象は 2000 年代後半でもよく見られる。 
76 ｢1972 年、中水鎮まで 41km の道路が整備され、車が通れるようになり、地元住民は交通による文化交流の夢を
叶えた｣[《威宁苗族百年实录》编委会编 2006:298]。 


















                                                                    
77 楊鋭へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日(月)、SNS タイムライン 
  楊鋭、1993 年に石門坎生れ。ミャオ族の民族リーダーであった楊雅各の次子(楊漢中)の孫。8、9 歳までは石門
坎の小学校に通っており、後に貴陽の小学校に転校した。 
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  贵州师范大学｜｢辛勤笔耕硕果辉煌为谭佛佑先生《桑榆非晚献余辉》序｣ 
  http://xiaoyou.gznc.edu.cn/info/1021/1714.htmsa 2017 年 5 月 8 日閲覧 
81 楊忠信は威寧県内で有名なミャオ族知識人であり、2007 年度設立した威寧県ミャオ学学会(威宁苗学会)の名
誉会長である。ミャオ族の言語、歴史などに関する研究が多い。 
82 CNKI の検索では、譚の論文は 2 番目に古い石門坎の研究である。1 番古いのは 1981 年に公表された韋启光
の論文である。譚[1983]は石門坎の宣教師による教育面の貢献を述べたのに対して、韋[1981]は宣教師を侵略者
だと批判した。 
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｢その時は、中水鎮から石門坎までの石炭を運ぶトラックすら走っていなかったので、譚は































                                                                    
83 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木) 石門縁旅館にて 
84 张坦(1992)《“窄门”前的石门坎－基督教文化与川滇黔边苗族社会》云南教育出版社. 
85 ChinaAid｜｢贵州省中共宗教干部、活石教会会友张坦谈“贵阳活石教案”｣ 
  http://www.chinaaid.net/2015/12/blog-post_92.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
86 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅と葛布教会とその事務室にて 
87 張坦は自著のなかで 3 つの問いを提起した。第 1 に｢なぜ儒教が 2000 年かけてもミャオ族を教化できなかった
一方で、キリスト教が 20 年間でミャオ族という民族全体の入信を達成したか｣、第 2 に｢宣教師の資金力が小さかっ
たのに、なぜ短期間で『海外天国』を作りあげたか｣、第 3 に｢なぜ『シオン聖地』のようになった石門坎が無名になっ
た一方、(石門坎の循道公会)同時期に(貴州に)入ってきた内地会は著しく発展してきたか｣(括弧内は筆者注)であ
る[张 1992]。第 2 章の記述を踏まえれば、その 3 つの問いの提起には論理性を欠き、言いすぎたことも多くあること
がわかる。一方で、今でも研究者と地元住民にしばしば言及されている。 
88 朱玉芳へのインタビューより、2017 年 3 月 11 日(土)、朱玉芳の自宅にて 
89 朱玉芳(2007)《云南苗族文化丛书 光华之子:我的父亲朱焕章》云南民族出版社. 


























再建を行なった。3 年を経て、Pollard と Goldsworthy の墓が再建されるとともに、その新しい墓は威
寧県の文化財に指定され、宣教師の子孫の訪問も受け入れられるようになった97。 







などをテーマとして取り上げた人が 3、4 人いる。 
92 例えば、［沈 2007、张 2012]。 
93 取材や調査にきた民間人は、村の政府職員に身分証明書を提示させられることが 2000 年以降もあった。外国
人の場合、石門坎に入るための申請制度は具体的にどのようなものであり、いつまで続いたかははっきりわからな
い。一方で、後述するように、外国人の訪問申請が拒否されたことは文献やインタビューで言及されている。少なく
とも 1990 年代において、石門坎を訪問したい外国人は政府に知らせることが要求されたと考えられる。 
94 Reginald Heber Goldsworthy (“高志華”、1896〜1938)。イギリスの牧師の家庭出身の宣教師である。石門坎で
宣教していた時、山賊にナイフで刺され、重傷を負って亡くなった。彼の遺言にしたがって、Pollard の隣に埋葬さ
れた。 
95 王宇へのインタビューより、2016 年 8 月 9 日(火)、王宇の自宅にて 
  王宇は、当時の宣教師の墓の修復に参加した政府職員である。 
96 趙志へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門坎文化遺跡群にて 
97 1995 年 9 月 7 日から 9 日 9 日、威寧県政府がイギリスの｢中国教会の友｣(The Friends of the Church in China 、
FCC)の訪問団を接待した。Pollard と Goldsworthy の子孫が訪問団にいた。接待の内容は、石門坎教会をはじめと
する教会の見学、Pollard と Goldsworthy の墓の参拝、自然景観の観光と信徒との懇親会などであった[威宁彝族回































                                                                                                                                                                                                      
族苗族自治县志编纂委员会 2014]。 
98 楊華明へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、楊華明の自宅にて 
99 石門坎より有名ではないが、年豊村の蘇科寨は初めてのミャオ族医学博士の呉性純の出身地である。石門郷
には 2 つの教会があり、1 つは石門坎教会であり、もう 1 つは蘇科寨教会である。 
100 葛小艶へのインタビューより、2017 年 2 月 9 日(木)、貴陽市のレストランにて  
  葛小艶の家族は、威寧県石門郷年豊村蘇科寨唯一のイ族である。上には兄姉が 3 人いて、葛小艶は一番上の
姉より 20 歳年下である。8 歳頃に年豊小学校に通っていた。年豊小学校の学級は 4 年生までなので、5 年生から




102 王雪へのインタビューより、2017 年 2 月 14 日(火)、王雪の自宅にて  
  王雪は 20 歳代前半のミャオ族女性である。かつてのミャオ族リーダー楊雅各の次男(楊漢中)の長女(楊華銀)の
孫である。15 歳の頃に父が亡くなり、母、姉妹 4 人と祖母と一緒に住んでいた。18 歳で深圳へ出稼ぎに行った。深
圳の工場で、あるキリスト教徒と知り合ったのをきっかけにキリスト教徒になった。19 歳の時に 4 年制の神学院に入り、
2015 年卒業。その後石門坎に戻り、石門坎教会のボランティアをやりながら実家で農業に従事している。 
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1.3 NGO による地域支援 
政府は宣教師の子孫に対しては歓迎と警戒という二律背反な態度をとったものの、同じ｢外国




石門坎で活躍してきた国際 NGO として、OXFAM103、CARE 104、ID105等の名が挙げられる。代
表的なのは OXFAM である106。OXFAM は元々イギリスで発足した NGO であり、石門坎の現地活
動は、OXFAMの香港支部(以下OXFAM・香港と表記)107が担った。以下では、OXFAM・香港の事
業の展開を紹介する。 









                                                                    
103 OXFAM(“乐施会”，Oxford Committee for Famine Relief)は、1942 年に、｢オックスフォード飢餓救済委員会｣と
して立ち上げたことから始まり、世界における貧困と不公平問題をめぐって活躍している国際 NGO である。 
104 ケア・インターナショナル(“凯尔国际”，Care International federation)は 1945 年に、アメリカで設立された人道
援助団体｢Cooperative for American Remittances to Europe｣から発足。活動範囲の拡大に伴い、1982 年には、｢ケ
ア・インターナショナル｣として独立した事務局を設置し、援助対象地域は 70 ヶ国を超える。 
  Home Page｜care－International.org 
  http://www.care－international.org 2017 年 12 月 16 日閲覧 
  1986 年 10 月，国際 NGO の代表者と国連開発計画(UNDP)の代表が威寧県を視察に訪れた。翌年 2 月には、
中国政府代表団と CARE の代表者が、アメリカのニューヨークにて威寧県の援助プログラムの契約を結んだ[威宁
彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994:27]。 
105 ID(“法国発起発展協会”、Initiative Development) 
  CHINADEVELOPMENTBRIEF|法国发起发展(Initiative Development ID)  
  http://www.chinadevelopmentbrief.org.cn/news-12883.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
106 OXFAM の石門郷での事業の数がほかの NGOより多く、現地との馴染みも深かった。2007 年前後、OXFAM は
石門郷から去ったが、栄和村における OXFAM の事務室だったところが今でも｢“乐施会”｣(OXFAM の中国語訳、
筆者注)という名前が残っている。以上のことから、石門坎においては、ほかの NGO に比べると OXFAM の影響力
がより強いと考えられる。 
107 香港に OXFAM が設立されたのは 1976 年である。1987 年に中国大陸での最初のプロジェクトを広州で実施し、
1992 年に｢中国発展基金｣を設立した。 
  乐施会 OXFAM｜关于乐施会  
  http://www.OXFAM.org.hk/sc/aboutOXFAM.aspx 2017 年 12 月 16 日閲覧 
108 Pniuo Bennnoun(“费立波”，生年不明～1994)、オーストラリア人。Bennnoun は元々、CARE の中国における初





109 Irene Bain(“白爱莲”, 生年不明)、イギリス人。Bennnoun の同僚。 
110 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 























何雲と同じように、Pollard の価値を NGO の角度から捉えているのは李爽である。李爽が最初に










                                                                    
111 何雲へのインタビューより、2016 年 8 月 15 日(月)、何雲の自宅にて 
112 ｢無国界義工｣(VOLUNTEER SPACE)は｢国境なきボランティア｣を意味する。2000 年 8 月に、ボランティア活動
に熱心に参加する社会人、福祉士、学生などに、活動する団体として設立された。2004 年に正式に NGO として登
録した。 
  無國界義工｜Volunteer Space  
  http://www.volunteer.org.hk 2017 年 12 月 16 日閲覧 
113 李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
  李爽、貴州省貴陽市に在住する 40 代の漢族男性。2002 年に友人に誘われて、｢石門坎がどんなところなのかが
分からないけど、別に用事がない｣ので、初めてに石門坎を訪ねた。そこで、張国輝と出会って、彼のところにある
威寧県の地方誌を読んでから、石門坎のことを知りはじめたという。その翌年に、OXFAM・香港が主催した石門坎
の研修に参加し、様々なボランティアや NGO スタッフと出会い、何雲とも知り合った。 





の地域振興の NGO に携わるようになった。彼は NGO 活動には一定の成果があると肯定的に評価































  走近石门坎｜石门坎的救赎 
  http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
115 ｢石門坎に近寄る｣に進行中の援助プロジェクトの詳細や石門坎に関する記事、写真を公開しつづけている。さ
らに、それぞれの作者の許可を得た上、石門坎関連の書籍・文章の原稿を提供してもらい、｢石門坎に近寄る｣に掲





   http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
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117 校友会には、昆明、昭通、怒江、彝良といった石門坎の周辺地域に散在する石門坎小・中学校の卒業生、石
門坎に関心を持つジャーナリストや知識人、イギリスからきた宣教師の子孫を含む。2005 年 11 月 15 日という学校の
創立の日に開かれた最初の校友会の出席者は約 60 人だった。 
  走近石门坎｜记念石门坎光华小学校百年华诞的活动会报 
  http://www.shimenkan.org/book/f/a/ 2017 年 5 月 26 日閲覧 
118 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 26 日(日)、石門縁旅館にて 
119 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門縁旅館にて 
120 呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
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図 4. 記念活動に集まったミャオ族信徒（出典：[陈ら 2012:89]、撮影：2005 年 11 月 12 日) 
 
信徒の来訪と積極的な発信によって、石門坎はキリスト教信仰の力を示す聖なる場所としてのイ













                                                                    
121 石門坎教会の礼拝における教会の責任者や他地域のキリスト教徒のスピーチの内容より。 
122 張錫安へのインタビューより、2017 年 3 月 8 日(水)、張錫安のオフィスにて 
123 葛布教会教務課へのインタビューより、2017 年 2 月 12 日(日)、葛布教会事務室にて 
  張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅にて 
  張洪徳、60 代の男性、ミャオ族のキリスト教徒。葛布教会の第 7～11 期(1 期は 3 年、計 15 年)の責任者である。
先祖の張彼得は、葛布村とその周辺地域の著名人であり、James Adam(注 29)の布教活動の協力者である。 
124 2 回目のフィールドワークで、2 つの教会の礼拝の参与観察を行なった。天気によって、礼拝の参加者数が左
右された可能性があるが、2 つの教会の活動の規模に差が見られる。石門坎教会の礼拝の参加者は約 6、70 人だ







































その趣旨は、｢信仰への敬意｣である。2014 年 5 月、石門坎応援団を土台に、石門坎教育公益財
                                                                    
125 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅にて 
126 呉天慧へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽にて 
127 呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
128 北大陈浩武的博客｜｢石门坎:一个信仰与文化改变社会的标本｣ 
  http://blog.sina.com.cn/s/blog_669f7f540101j69x.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
129 基督时报｜｢北大教授陈浩武:基督教历史及在中国的传播｣ 
  http://www.christiantimes.cn/news/14498/北大教授陈浩武:基督教历史及在中国的传播?page=all 2017 年 12
月 16 日閲覧 
130 微信(Wechat)のこと。中国大手の IT企業テンセントによって作られた、現在中国で最も使われている無料インス
タントメッセンジャーアプリの 1 つである。 
  33 
団法人を創立し、ミャオ族の生徒に対する教育支援を中心的な活動とした131。現在では、北京や
上海などの都市にも支部を設立し、ネットワークが広がっている。教育以外の分野でも活動してい
る。2015 年、石門坎光華小学校の創立 110 周年記念かつ Pollard の没後 1 世紀の機会に、石門



















2.1 解釈の逆輸入  
よそ者による石門坎の文化や歴史への記述は書物やテレビや SNS で流れる映像などの流通に
                                                                    
131 教育の援助には、友成財団法人や機関による資金と技術協力を得て、石門坎でムーク(MOOC、Massive Open 
Online Courses の略称)を展開しようとしたという。具体的には、北京大学付属中学校と人民大学付属中学校の授
業を、インターネットを通して石門坎や威寧、さらに雲南で受講できるようにするものである。2015 年から企画された
が、筆者が石門坎に滞在した 2017 年 3 月までには、そのプロジェクトは実施されなかった。 
132 走近石门坎｜｢石门坎的救赎｣ 
  http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
133 天天证劵网｜｢长江证券创始人陈浩武离开证券业后:用公益延续理想｣ 














  李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
  呉天慧へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽にて 
136 李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 



































                                                                    
137 石門坎の 2、30 歳代へのインタビューからまとめたものである。 
  葛小艶へのインタビューより、2017 年 2 月 9 日(木)、貴陽市のレストランにて 
  王雪とその家族へのインタビューより、2017 年 2 月 14 日(火)、王雪の自宅にて 
  呉天慧夫妻へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽（レストラン）にて 
138 ここでは、主に外国人や革命に反抗する人との関係を告白することを指している。 


































                                                                    





142 楊華明へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、楊華明の自宅にて 
143 楊世武へのインタビューより、2017 年 3 月 10 日(金)、楊世武の自宅にて 




































                                                                    
144 序章で述べたように、本論文では｢人間が働きかけの対象になる可能性の束｣[佐藤 2011:17]として資源を捉え
る。資源化を人間の働きかけによって「あるもの」の有用性を発揮させることだと考える。 





  楊世武へのインタビュー、2017 年 3 月 10 日(金)、楊世武の自宅にて 
  呉宗全へのインタビューより、2017 年 2 月 19 日(日)、蘇科寨教会にて 













Pollard の家族の石門坎訪問はその実例である。2016 年 8 月、学者、民間活動家、キリスト教徒



























  朱心、張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 
148 何雲へのインタビューより、2016 年 8 月 15 日(月)、何雲の自宅にて 
149 実際は、国際 NGO だけでなく、登録された国内 NGO や影響力のある組織や団体も同じように撤退を要求され
た。現在、石門坎を対象とする支援活動のほとんどは個人によって行なわれているという。 
  李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 







いた頃に省内のある会議において、以下のように石門坎における Pollard の貢献を述べた。 
 
｢Pollard は科学知識や西洋の文化を広げて、献身的な精神を世に残し、中華民族の人材を





















151 中華人民共和国主席(2002 年〜2012 年)。 
152 威宁彝族回族苗族自治县人民政府门户网站｜｢石门坎文化的最早浚源者｣   
  http://www.gzweining.gov.cn/WebArticle/ShowContent?ID=5779 2017 年 12 月 16 日閲覧 
153 既存の文献を見てみると、胡錦濤のその発言は 2005 年 1 月 14 日の『威寧新聞報』から引用したものであること
がわかった[阿 2009]。その新聞を入手できなかったが、筆者が調べたかぎり、それより早く公表されたものがない。 






学 1 年生まで使われている。 
155 その点については、威寧県誌や政府が過去に出した観光計画に反映されている。すでに 2012 年の文献には、




















速に変わったことを目のあたりにした(図 6 参照)。 
 
 





                                                                                                                                                                                                      
職員が｢政績｣を作るための観光計画を除いて、観光計画が実施されなかった理由は、大量の資金の投入が必要と
なることとキリスト教のセンシティブな位置づけにあると考えられる。 
156 2016 年 9 月 8 日、貴州省の貧困問題を徹底的に解決するための｢全省極貧郷鎮定点包幹脱貧攻堅啓動部署
会｣という会議において、省内の 20 の地域が｢極度貧困郷・鎮｣と指定されるとともに、省内のトップレベルの職員 20
人がそれぞれの郷・鎮の貧困撲滅の責任者に任命された。石門坎の貧困撲滅を担ったのは陳敏爾書記自身であ
る[许 2016]。 
157 張芸祥へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日、張芸祥の自宅にて 

























しかも妻は教会の伝道者ですので、助けてくれる人が多くいますね｣。161    










2017 年 2 月に、共産党貴州省委員会の陳敏爾書記が石門坎を視察した。石門坎のインフラ整
備の成果を肯定的に評価した上で、8 ヶ月後の 2017 年 10 月１日、すなわち中国の国慶節に石門
坎を観光地として宣伝するための｢開幕式｣を開催することを決め、観光開発を本格的に進めるよう
                                                                    
159 半年間の変化を、家賃から見てみると次のようである。2016 年 8 月、筆者は石門坎の商店街の｢食全石美｣とい
う店舗を訪れた。店主の賈氏は中水出身で、出身地では農地を持ち、煙草や農産物を栽培している。石門坎の開
発工事に応じてきた労働者を商機と考えて、借り家で飲食店を開いた。約 200 平米の広さで、家賃は年間 7100 元
であった。毎月の売り上げは約 5000 元だが、材料費なども計算すると収入がよいとは言えない。契約を 1 年ごとで
結んでおり、家賃が高くなったら中水に戻るつもりだと言っていた。 
  半年後の 2017 年 2 月の調査時点では、商店街の家賃は明らかに急騰していた。ある回族の飲食店の店長への
インタビューによると、彼女は石門坎の観光開発の機運に乗ろうと料理人の兄弟を含めて家族 5 人で 2016 年 12 月
に花橋からやってきたという。店は 3 階建ての約 210 平米の広さで、家賃は 2017 年に年間 8000 元から 5 万元にな
った。春節のため、労働者がまだ石門坎に戻っていないが、前は結構多かったという。そのほか、教育局などの政
府部門の客もいた。（1 元≒17 円） 
160  林民へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門郷政府にて 
161  楊志へのインタビューより、2017 年 2 月 15 日(水)、石門坎農家楽にて 
  41 



































                                                                    
162 中国では土地の私有権が存在しないので、ここでは使用権を有している個人の土地の意味で使用し、その個
人を所有者と呼ぶ。 
163 年間 500 元/畝の価格で行なわれている（1 元≒17 円）。中国では、１畝≒666.67m2。 
164 林は共産党石門郷委員会の書記である。以下は、2017 年 2 月 17 日(金)に、筆者が参加した石門郷政府で開
かれた観光開発に関する小規模な検討会議での聞き取りによるものである。 
165 観光計画の提案には、大規模な観賞用植物の栽培が含まれていたが、それも 10 月の開幕式の際に満開にで
きるかが強調された。石門坎は高原の寒冷地域であり、適用できる観賞用植物の選定が難しい。また、大面積の植
物を栽培するには相当な人手と資金がかかる恐れもある。観賞用植物の選定について、2017 年 3 月の時点ではま
だ決められていなかった。 
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門の 1 つである。1990 年代初めから墓の修復で石門坎と関わりはじめた文化財管理所の趙志は、





  以下の内容は、2017 年 2 月 22 日に(水)石門郷政府で行なった、朱心へのインタビューによるものである。 
167 農村地域において、不幸な遭遇からの脱却、健康および富裕への望みはキリスト教徒になるきっかけだと言え




168 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 26 日(日)、石門縁旅館にて 











図 7. 石門坎文化遺跡の観光路線図(出典：現地看板より筆者作成) 
 
石門坎の遺跡には何が含まれているのだろうか。既存の観光路線図(図 7 参照)に 22 ヶ所の観
光スポットが設けられているが、地震や文革による遺跡の破壊が大きい。例えば、図 7 の⑩女子生
徒の寮、⑪5 ポンドの小屋、⑫霊修室は、図 8 に示したように至近距離にあり、荒廃した現状にある。
22 ヶ所の観光スポットがあるとはいえ、遺跡群を全部見学するのには 1 時間もかからない。 
                                                                    
169 その点については 2017 年 2 月のフィールドワークでも垣間見えた。1995 年に、Pollard と Goldsworthy の墓が





170 趙志へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門坎文化遺跡群にて  
171 石門坎の文化財と関わってきたのは、B 社という文化財や古代建築専門の会社である。B 社は貴州省の多くの
古代建築物の修復工事と観光地化を担ってきた。2017 年 2 月 17 日に、B 会社の責任者が石門郷政府と文化財管
理所の趙志とともに石門坎の遺跡群を視察する際、筆者は随行した。その時の話によると、石門坎で行なわれた 4
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172 以下は、陶佳辰へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎のレストランにて 












































ことになる。それが同じ場所で繰り返して施工する原因の 1 つだと陶佳辰は指摘した。 



















図 9. 石門坎観光景区設計(出典：S 社の資料より) 
 
観光開発のテーマが｢ミャオ文明｣に定まったことで、具体的な計画が相次いで作成された。図 9
は、2017 年 2 月に出来上がった開発計画案の一部である。設計された 23 ヶ所の観光施設や観光




化体験が中心となっている(表 3、図 10 参照)。また、既述したような、｢党史博物館｣という陳敏爾書
記の提言にしたがって、石門坎で貧困撲滅の成果を示する部分を設ける予定である。一方で、キリ
スト教という宗教的な要素が薄められている。図 7 に比べると、かつて観光スポットとして挙げられた














                                                                    
174 石門坎教会の責任者は、石門郷の開発から教会だけが外されたことに不満をもらしていた。一方で、郷政府職
員の朱心は、石門坎教会がいつも政府と関わりたくないと言っているので、今回はその願いに応えたのだと冗談半
分で語った。Pollard を中心に【紫 04】 Pollard 記念公園が設計されたものの、実施される可能性が低いという。 
  呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
  朱心へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日に(水)、石門郷政府にて 
175 陶佳辰へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎のレストランにて 
エリア 施設・観光スポット 
総合サービス 
【黄 01】バスステーション  【黄 02】 駐車場    【黄 03】 迎賓広場 
【黄 04】 観光客サービスセンター      【黄 05】 観覧者ステーション 
ミャオ族の伝 
統文化体験 
【青 01】 石門坎景区入り口   【青 02】 ミャオ族文化景観歩道 
【青 03】 ミャオ族九黎広場   【青 04】 はね橋    【青 05】 柵子門   
【青 06】 古い駅路 
近代文化・遺
跡の展示 
【赤 01】 遺跡文化彫刻園     【赤 02】 ミャオ文字図書館 
【赤 02】 近代遺跡園         【赤 04】 老樹 
民俗伝承発展 
【紫 01】 民俗商店街    【紫 02】 松林    【紫 03】 民俗文化園 
【紫 04】 Pollard 記念公園   【紫 05】 煙草産業展望台  
【紫 06】 山体運動公園 
風貌協調改造 【緑 01】 石門郷景観大通り      【緑 02】 石門坎民俗村落 
図 10.  【青 03】ミャオ族九黎広場の観光設計案の一部(出典：S 社の資料より) 
表 3. 図 9 の各観光エリアの施設・観光スポット(出典：S 社の資料より筆者作成) 
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計画案 
図 11. 石門坎の歴史・文化の資源化(出典:筆者作成) 











2 プロセスへの考察  
 


























































































  他方で、価値の画一化は必ずしも政府というアクターの働きかけによるものと限らない。第 3 章で
表 4．  各アクターによる石門坎の歴史・文化の資源化（出典：筆者作成） 
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会社員 陶佳辰 30 代 漢族 上海 観光コンサルタント会社の設計担当者 


















楊鋭 20 代 ミャオ族 上海 
20 世紀前半の石門坎のミャオ族知識人・
民族リーダー楊雅各の曾孫 
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ミャオ族著名
人の子孫 





























































NGO スタッフ 何雲 40 代 漢族 威寧県 OXFAM・香港のスタッフ 
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謝辞 意義を教えてくれた人びとへ 
   






2018 年 1 月 3 日、石門坎の政治的なセンシティビティを懸念して、インタビューの引用を最後ま
で躊躇っていた私に、朱心さんはそのようなメッセージを送ってくれました。久しぶりに、彼の冷め
たような暖かい心に泣いてしまいました。1 年前のフィールドワークで、石門坎の重い歴史と今への
無力感にふさぎ込んだ私を助けてくれたのは、朱心さんの石門坎への深い愛情でした。とりあえず
石門坎が大好きな彼のような「小人物」のためにできることをやろうという気持ちは、この論文を書く
最初の動機となったかもしれません。一方で、石門坎の人びとに、流転していく山、雪、光、風に教
えられたものは、私が恩返ししきれないほどのものでした。心より感謝申し上げます。 
論文を書くことの意義を体験させてくれたのは、2 年間の以下のような言葉の連続でした。 
「この文を書く必要があるの？」「問いは？」「その段落の意味がよくわからない」「眠くなった…」
「『研究対象』に愛がなければ早めにやめたほうがいい。」「その言葉、難しすぎる」「へえ、興味深
いね」「これって、つながってないじゃん？」「驚いたか？あんたホンートに幼いな」「どこが面白い
の？」「この文法が間違っている」「長すぎる」「おっ、いいかも」、等々。法政大学に入学し、不器用
な私を優しく厳しく伴走してくれる方々に恵まれて、論文を書けたのは本当に贅沢なことでした。 
最初は漠然としたテーマでしかなかった私の悩みを「忍耐強く」聞き続け、穏やかに対応してい
ただいた曽士才先生。いつも「叩き愛」をしていただき、私をより大きな知の世界に導いてくださっ
た松本悟先生。ありのままの私を受け入れ、共に支え合い成長してきた松本ゼミの皆さん。直接ご
指摘いただいた先生方。優れた書籍や論文を残してくださった研究者の方々。お世話になりまし
た。本当にありがとうございます。 
最後は私の幸福のもとである家族へ。いつも私を信じて、「放任主義」を貫いてくださり、本当に
ありがとうございました。 
 
